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(57)【要約】
【課題】１回だけ記録可能な記録媒体、及び前記記録媒
体上の欠陥領域を管理する方法及び装置を提供する。
【解決手段】本発明に係る方法は、データをデータ領域
に記録する際、前記データ領域内に存在する欠陥領域を
検出し、欠陥領域が検出されると、欠陥領域に記録すべ
きデータをスペア領域に記録し、前記欠陥領域に関する
仮管理情報を記録媒体上の仮管理領域に記録し、前記仮
管理情報にアクセスするためのアクセス情報を記録媒体
上の予備領域に記録することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リードイン領域、ユーザーデータ領域および非ユーザーデータ領域を有するデータ領域
、ならびにリードアウト領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置で
あって、
　前記記録媒体に対するデータの書込み／読出しを行うように構成されたピックアップと
、
　前記ピックアップと前記記録媒体の間の距離を維持するために前記ピックアップを制御
するように構成され、かつ前記記録媒体上の関連するトラックを追跡するように構成され
たサーボと、
　欠陥領域の検出動作および代替記録動作を実行するために前記サーボおよびピックアッ
プを制御し、前記記録媒体が終了するまで、前記記録媒体にある仮管理領域上に前記ユー
ザーデータ領域で検出された欠陥領域の位置を示すための仮欠陥リスト情報を書き込むよ
うに前記サーボおよびピックアップを制御し、前記記録媒体にある仮管理領域がデータで
フルのときに、前記リードイン領域に確保された領域上に、前記記録媒体にある仮管理領
域がフルであることを示す表示情報を書き込むように前記サーボおよびピックアップを制
御するように構成されたマイクロコンピュータと
を具えたことを特徴とする１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置。
【請求項２】
　前記マイクロコンピュータは、前記表示情報が前記記録媒体に位置する仮管理領域がフ
ルであることを示す場合、それ以上欠陥領域の検出動作および代替記録動作を実行しない
ように前記サーボおよびピックアップを制御するように構成されることを特徴とする請求
項１記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置。
【請求項３】
　前記マイクロコンピュータは、前記記録媒体の終了時に、前記記録媒体に位置する前記
仮管理領域に書き込まれた仮欠陥リスト情報を、欠陥リスト情報として欠陥管理領域上に
書き込むために、前記サーボおよびピックアップを制御するように構成されることを特徴
とする請求項１又は２記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置。
【請求項４】
　前記マイクロコンピュータは、前記記録媒体の終了時に、前記欠陥管理領域に書き込ま
れた前記欠陥リスト情報の位置の最初の物理セクタ番号を有するディスク定義構造情報を
前記欠陥管理領域上に書き込むために、前記サーボおよびピックアップを制御するように
構成されることを特徴とする請求項３記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理するため
の装置。
【請求項５】
　リードイン領域、ユーザーデータ領域および非ユーザーデータ領域を有するデータ領域
、ならびにリードアウト領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体を管理する方法であって
、
　（ａ）欠陥領域の検出動作および代替記録動作を実行するステップと、
　（ｂ）前記記録媒体が終了するまで、前記記録媒体にある仮管理領域上に前記ユーザー
データ領域で検出された欠陥領域の位置を示すための仮欠陥リスト情報を書き込むステッ
プと、
　（ｃ）前記記録媒体にある仮管理領域がデータでフルのときに、前記リードイン領域に
確保された領域上に前記記録媒体にある仮管理領域がフルであることを示す表示情報を書
き込むステップと
を具えたことを特徴とする１回だけ記録可能な記録媒体を管理する方法。
【請求項６】
　前記表示情報が、前記記録媒体にある仮管理領域がフルであることを示す場合、前記（
ａ）のステップはそれ以上実行されないことを特徴とする請求項５記載の１回だけ記録可
能な記録媒体を管理する方法。
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【請求項７】
　（ｄ）前記記録媒体の終了時に、前記記録媒体にある前記仮管理領域に書き込まれた仮
欠陥リスト情報を、欠陥リスト情報として欠陥管理領域上に書き込むステップを更に含む
ことを特徴とする請求項５又は６記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理する方法。
【請求項８】
　（ｅ）前記記録媒体の終了時に、前記欠陥管理領域に書き込まれた前記欠陥リスト情報
の位置の最初の物理セクタ番号を有するディスク定義構造情報を前記欠陥管理領域上に書
き込むステップをさらに具えたことを特徴とする請求項７記載の１回だけ記録可能な記録
媒体を管理する方法。
【請求項９】
　リードイン領域、ユーザーデータ領域および非ユーザーデータ領域を有するデータ領域
、ならびにリードアウト領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置で
あって、
　前記記録媒体に対するデータの書込み／読出しを行うように構成されたピックアップと
、
　前記ピックアップと前記記録媒体の間の距離を維持するために前記ピックアップを制御
するように構成され、かつ前記記録媒体上の関連するトラックを追跡するように構成され
たサーボと、
　マイクロコンピュータであって、前記記録媒体にある仮管理領域がデータでフルかどう
か示す、前記リードイン領域に確保された領域にある表示情報を読み取るために前記サー
ボおよびピックアップを制御するように構成され、かつ前記表示情報が、前記記録媒体に
ある仮管理領域がフルであることを示す場合、欠陥領域の検出動作および代替記録動作を
実行しないように前記サーボおよび前記ピックアップを制御するように構成されたマイク
ロコンピュータと
を具えたことを特徴とする１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置。
【請求項１０】
　前記マイクロコンピュータは、前記記録媒体の終了時に、前記記録媒体にある前記仮管
理領域に書き込まれた仮欠陥リスト情報を、欠陥リスト情報として欠陥管理領域上に書き
込むために、前記サーボおよびピックアップを制御するように構成されることを特徴とす
る請求項９記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理するための装置。
【請求項１１】
　前記マイクロコンピュータは、前記記録媒体の終了時に、前記欠陥管理領域に書き込ま
れた前記欠陥リスト情報の位置の最初の物理セクタ番号を有するディスク定義構造情報を
前記欠陥管理領域上に書き込むために、前記サーボおよびピックアップを制御するように
構成されることを特徴とする請求項１０記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理するた
めの装置。
【請求項１２】
　前記マイクロコンピュータは、前記記録媒体を終了するための命令を発生するように構
成されることを特徴とする請求項１０又は１１記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理
するための装置。
【請求項１３】
　リードイン領域、ユーザーデータ領域および非ユーザーデータ領域を有するデータ領域
、ならびにリードアウト領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体を管理する方法であって
、
　（ａ）前記記録媒体にある仮管理領域がデータでフルかどうか示す、前記リードイン領
域に確保された領域にある表示情報を読み取るステップと、
　（ｂ）前記表示情報が、前記記録媒体にある仮管理領域がフルであることを示す場合、
欠陥領域の検出動作および代替記録動作を終結するステップと
を具えたことを特徴とする１回だけ記録可能な記録媒体を管理する方法。
【請求項１４】
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　（ｃ）前記記録媒体の終了時に、前記記録媒体にある前記仮管理領域に書き込まれた仮
欠陥リスト情報を、欠陥リスト情報として欠陥管理領域上に書き込むステップをさらに具
えたことを特徴とする請求項１３記載の１回だけ記録可能な記録媒体を管理する方法。
【請求項１５】
　（ｄ）前記記録媒体の終了時に、前記欠陥管理領域に書き込まれた前記欠陥リスト情報
の位置の最初の物理セクタ番号を有するディスク定義構造情報を前記欠陥管理領域上に書
き込むステップをさらに具えたことを特徴とする請求項１４記載の１回だけ記録可能な記
録媒体を管理する方法。
【請求項１６】
　リードイン領域、ユーザーデータ領域および非ユーザーデータ領域を有するデータ領域
、ならびにリードアウト領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体であって、
　欠陥領域の検出動作および代替記録動作の期間中に前記ユーザーデータ領域内で検出さ
れた欠陥領域の位置を示す仮欠陥リスト情報を、前記記録媒体が終了するまで保存するた
めの少なくとも１つの仮管理領域と、
　前記記録媒体にある仮管理領域がデータでフルかどうか示す表示情報を保存するために
前記リードイン領域に確保された領域と
を具えたことを特徴とする１回だけ記録可能な記録媒体。
【請求項１７】
　前記記録媒体の終了時に、前記記録媒体にある仮管理領域に書き込まれた仮欠陥リスト
情報のコピーである欠陥リスト情報を保存するための欠陥管理領域をさらに具えたことを
特徴とする請求項１６記載の１回だけ記録可能な記録媒体。
【請求項１８】
　前記記録媒体の終了時、前記欠陥管理領域はその中に、前記欠陥管理領域に書き込まれ
た前記欠陥リスト情報の位置の最初の物理セクタ番号を有するディスク定義構造情報を保
存することを特徴とする請求項１７記載の１回だけ記録可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１回だけ記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＷＯ）のような１回記録型
光ディスクと、前記１回記録型光ディスクにおける欠陥領域の管理方法及び装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　書き換え可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）のような新しいタイプの高密度光デ
ィスクが開発されている。ＢＤ－ＲＥの特長は、高画質のビデオデータと高音質のオーデ
ィオデータを記録したり、消去したり、または繰り返して書き換えができるという点であ
る。
【０００３】
　図１は、ＢＤ－ＲＥのような光ディスクにデータを読み書きすることができる一般の装
置を示す図である。同図に示すように、光ディスク装置は、光ディスク１０に信号を読み
書きするための光ピックアップ１１と、前記光ピックアップ１１で読み込まれる信号を再
生信号へと信号処理したり、または外部から入力されるデータストリームを記録に適した
記録信号へと変調及び信号処理するＶＤＲ（Ｖｉｄｅｏ Ｄｉｓｃ Ｒｅｃｏｒｄｅｒ）シ
ステム１２と、外部から入力されるアナログ信号をエンコードし、前記ＶＤＲシステム１
２へ出力するエンコーダー１３とからなる。
【０００４】
　図２は、ＢＤ－ＲＥの構造を示す図である。同図に示すように、ＢＤ－ＲＥディスクは
、リードイン領域（ＬＩＡ；Ｌｅａｄ－Ｉｎ Ａｒｅａ）と、データ領域、及びリードア
ウト領域（ＬＯＡ；Ｌｅａｄ－Ｏｕｔ Ａｒｅａ）とに区画され、前記データ領域の先頭
及び末尾には、インナー・スペア領域（ＩＳＡ；Ｉｎｎｅｒ Ｓｐａｒｅ Ａｒｅａ）とア
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ウター・スペア領域（ＯＳＡ；Ｏｕｔｅｒ Ｓｐａｒｅ Ａｒｅａ）がそれぞれ割り当てら
れる。
【０００５】
　図１及び図２に示すように、前記光ディスク装置のＶＤＲシステム１２は、外部からの
入力データを記録に適する記録信号にエンコードし変調した後、所定の記録大きさを有す
るエラー訂正ブロック（ＥＣＣ　Ｂｌｏｃｋ）単位に対応するクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ
）単位で記録する。データを記録する途中に前記ＢＤ－ＲＥのデータ領域に欠陥領域が存
在する場合、ＶＤＲシステム１２は、前記欠陥領域に記録されたクラスタ単位のデータを
前記スペア領域、例えば、インナー・スペア領域（ＩＳＡ）に代替記録するといった一連
の代替記録動作を行うようになる。したがって、前記ＶＤＲシステム１２は、前記ＢＤ－
ＲＥのデータ領域に欠陥領域が存在するとしても当該欠陥領域をスペア領域に予め代替し
、このスペア領域にデータを記録することにより、データの記録エラーが事前に防止でき
るようになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　１回だけ記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＷＯ）は、光ディスクに高品質のデー
タを記録したり、光ディスクに記録されているデータを再生することができるまた別の新
しいタイプの高密度光ディスクである。その名称から類推できるように、ＢＤ－ＷＯディ
スクは、数回繰り返して再生することは可能であるが、データの記録は１回のみ可能であ
り、何度も書き換えることはできない。
関連して、ＢＤ－ＷＯは、未だ開発の初期段階であるため、ＢＤ－ＷＯの商業的実現に必
要とされるＢＤ－ＷＯにおける欠陥領域の管理方法及び装置の方案が設けられておらず、
またディスクの構造と具体的な実現方法も設けられていないのが実状である。
【０００７】
　本発明は、上記のような事情を考慮して発案されたもので、その目的は、ＢＤ－ＷＯの
ような１回だけ記録可能な光ディスクと、１回だけ記録可能な光ディスクにおける欠陥領
域の効率的な管理方法、及び装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するための本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体における欠陥領域
の管理方法は、スペア領域を備えたデータ領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体におい
て、データをデータ領域に記録する際、前記データ領域内に存在する欠陥領域を検出する
ステップと、欠陥領域が検出されると、欠陥領域に記録すべきデータをスペア領域に記録
するステップと、前記欠陥領域に関する仮管理情報を記録媒体上の仮管理領域に記録する
ステップ、及び前記仮管理情報にアクセスするためのアクセス情報を記録媒体上の予備領
域に記録するステップと、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体における更なる欠陥領域の管理方法は、スペ
ア領域を備えたデータ領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体において、欠陥領域が検出
されると、欠陥領域に記録すべきデータをスペア領域に記録し、前記欠陥領域に関する仮
管理情報を記録媒体上の仮管理領域に記録し、前記仮管理情報にアクセスするためのアク
セス情報を記録媒体上の予備領域に記録し、記録媒体へのデータの記録動作の終了時に、
前記仮管理情報と前記アクセス情報をＤＭＡ情報として記録媒体上の別の領域に書き換え
るステップを含むことを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体における欠陥領域の管理装置は、スペア領域
を備えたデータ領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体において、データをデータ領域に
記録する際、前記データ領域内に存在する欠陥領域を検出する手段と、欠陥領域が検出さ
れると、欠陥領域に記録すべきデータをスペア領域に記録する手段と、前記欠陥領域に関
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する仮管理情報を記録媒体上の仮管理領域に記録する手段、及び前記仮管理情報にアクセ
スするためのアクセス情報を記録媒体上の予備領域に記録する手段と、を含むことを特徴
とする。
【００１１】
　本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体におけるまた他の欠陥領域の管理装置は、ス
ペア領域を備えたデータ領域を含む１回だけ記録可能な記録媒体において、欠陥領域が検
出されると、欠陥領域に記録すべきデータをスペア領域に記録する手段と、前記欠陥領域
に関わる仮管理情報を記録媒体上の仮管理領域に記録する手段と、前記仮管理情報にアク
セスするためのアクセス情報を記録媒体上の予備領域に記録する手段、及び記録媒体への
データの記録動作の終了時に、前記仮管理情報と前記アクセス情報をＤＭＡ情報として記
録媒体上の別の領域に書き換える手段と、を含むことを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体は、スペア領域を備えたデータ領域を含む少
なくとも一つの記録層を備え、データが前記データ領域に記録された後に、前記記録媒体
内のデータ領域内に存在する欠陥領域が検出され、欠陥領域が検出されると、欠陥領域に
記録すべきデータがスペア領域内に記録され、前記欠陥領域に関わる仮管理情報が記録媒
体上の仮管理領域に記録され、前記仮管理情報にアクセスするためのアクセス情報が記録
媒体上の予備領域に記録されることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体は、スペア領域を備えたデータ領域と
、データ領域の外部の領域とを含んでいる少なくとも一つの記録層を備え、欠陥領域が検
出されると、欠陥領域に記録すべきデータをスペア領域に記録し、前記欠陥領域に関わる
仮管理情報が記録媒体上の仮管理領域に記録され、前記仮管理情報にアクセスするための
アクセス情報が記録媒体上の予備領域に記録され、記録媒体へのデータの記録動作の終了
時に、前記仮管理情報と前記アクセス情報がＤＭＡ情報として記録媒体上の別の領域に移
転されることを特徴とする。
【００１４】
　前記本発明に係る前述した課題を解決するための手段と後述する実施例は、本発明を説
明するための一つの典型的で例示的なものである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一般の光ディスク装置に係る構成を概略的に示した図である。
【図２】一般の書き換え可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の構造を示した図であ
る。
【図３】本発明に係る光ディスクの記録再生装置を示したブロック図である。
【図４】１回だけ記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＷＯ）を示し、本発明に係る実
施例によりＢＤ－ＷＯにおける欠陥領域を管理する方法を示した図である。
【図５】図４により生成され、記録される管理情報を示す図である。
【図６】図４により生成され、記録される管理情報を示す図である。
【図７】本発明が適用される１回だけ記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＷＯ）にお
ける二層構造を示した図である。
【図８】１回だけ記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＷＯ）を示し、本発明に係るま
た他の実施例によりＢＤ－ＷＯにおける欠陥領域を管理する方法を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について、添付の図面に基づいて詳細に説明す
る。
【００１７】
　図３は、本発明に係る光ディスクの記録再生装置２０について示したブロック図である
。
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【００１８】
　光ディスクの記録再生装置２０は、記録媒体２１にデータを記録したり記録媒体からデ
ータを読み込むピックアップ２２と、ピックアップの対物レンズと記録媒体２１との間隔
を一定に保持し、記録媒体２１上のトラックをトラッキングサーボし、一定に保持するサ
ーボ２３と、ピックアップで読み込んだ信号を処理したり、記録のためにピックアップに
入力すべき信号を信号処理するデータプロセッサ２４と、外部ホスト３０とのデータ及び
／またはコマンドをやり取りするインターフェイス２５と、記録媒体２１に関わる欠陥管
理データ（例えば、仮管理情報など）を含む情報とデータを格納するメモリ、またはスト
レージ２７と、記録再生装置２０の各構成要素の動作を制御するマイコン、または制御部
２６と、を含む。記録媒体２１に記録したり記録媒体２１から読み込んだりするデータは
、メモリ２７に格納される。光記録再生装置２０内の全ての構成要素は、連動が可能に相
互接続されている。前記記録媒体２１は、ＢＤ－ＷＯのような１回だけ記録可能な記録媒
体である。
【００１９】
　図４は、ＢＤ－ＷＯであって、本発明に係る実施例によりＢＤ－ＷＯにおける欠陥領域
を管理する方法を示した図である。
【００２０】
　図４に示したように、例えば、ＢＤ－ＷＯは、リードイン領域（ＬＩＡ）３６、データ
領域３１、リードアウト領域（ＬＯＡ）３４を含む。前記データ領域３１は、物理的セク
タ番号（ＰＳＮ）と論理的セクタ番号（ＬＳｎ）が割り当てられたユーザーデータ領域３
２を含み、ユーザーデータ領域３２ではない非ユーザーデータ領域には、単に物理的セク
タ番号（ＰＳＮ）だけが割り当てられる。
前記ユーザーデータ領域３２ではない非ユーザーデータ領域は、ユーザーデータ領域３２
内の欠陥領域に代わり、データの記録のためのアウタ・スペア領域（ＯＳＡ）と、ユーザ
ーデータ領域３２内の欠陥領域と欠陥領域を代替したスペア領域に関わる仮管理情報を記
録する仮欠陥リスト（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｄｅｆｅｃｔ Ｌｉｓｔ；ＴＤＦＬ）領域３３
を含んでいる。
【００２１】
　前記データ領域３１は、データ領域の先頭部分に前記ＯＳＡと共に、またはＯＳＡの代
わりに、インナー・スペア領域（ＩＳＡ、図示せず）を更に含むことができる。前記ＴＤ
ＦＬ領域は、図示したＴＤＦＬ領域３３と共に、またはこれに代わり、前記ＯＳＡに隣接
して位置することもある。
【００２２】
　前記リードイン領域（ＬＩＡ）３６は、リードイン領域（ＬＩＡ）３６内のいずれか一
個所に欠陥管理領域（ＤＭＡ；Ｄｅｆｅｃｔ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｒｅａ）３６ｃと
仮ディスク定義構造領域（ＴＤＤＳ；Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｄｉｓｃ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏ
ｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）３６ａを含む。前記ＴＤＤＳ領域内にＴＤＤＳ情報が記録され
る。前記ＤＭＡ３６ｃには、ディスク定義構造（ＤＤＳ；Ｄｉｓｃ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏ
ｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）と欠陥リスト（ＤＦＬ；Ｄｅｆｅｃｔ Ｌｉｓｔ）情報を含むＤ
ＭＡ情報が記録される。前記ＴＤＤＳ情報、ＤＤＳ情報、及びＤＦＬ情報についての詳述
は後述する。
【００２３】
　また、ＢＤ－ＷＯは、一つまたは二つの記録層を有する。特に、ＢＤ－ＷＯが一つの記
録層（Ｌａｙｅｒ０）を有し、当該記録層内にリードイン領域、データ領域、リードアウ
ト領域を含む場合を単層ディスクという。また、ＢＤ－ＷＯが二つの記録層（Ｌａｙｅｒ
０、１）を有し、それぞれの記録層内にリードイン領域（または、リードアウト領域）と
データ領域を含む場合を二層ディスクという。前記単層ディスクは、２３．３、２５．０
または２７．０ギガバイト（Ｇｂｙｔｅｓ）の記録容量を有し、これに対し、二層ディス
クは、４６．６、５０．０または５４．０ギガバイト（Ｇｂｙｔｅｓ）の記録容量を有す
ることができる。
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【００２４】
　関連して、本発明の各種の実施例（例えば、明細書内において述べる各種の方法）は、
前記単層ＢＤ－ＷＯまたは二層ＢＤ－ＷＯのいずれかのタイプのディスクにも適用可能で
ある。更に、本発明の方法に関連して、図３に示した記録再生装置２０の活用を後述する
が、本発明は、前記装置に限定されるものではなく、本発明の方法を実現する他の記録再
生装置を含む。例えば、必要に応じて、本発明の方法を実現するために図１に示した装置
を使用してもよい。
【実施例】
【００２５】
　図３及び図４を参照すれば、光記録再生装置２０は、ＢＤ－ＷＯのユーザーデータ領域
３２内の特定の記録セクタに連続してデータを記録するために、前記記録セクタは、特定
の記録の大きさの欠陥検証単位（ＤＶＵ；Ｄｅｆｅｃｔ　Ｖｅｒｉｆｙ　Ｕｎｉｔ、以下
、“ＤＶＵ”と称す）で設定されることもあるため、前記ＤＶＵの大きさは、少なくとも
一つの物理的トラックまたはクラスタと同一である。
【００２６】
　連続してＤＶＵにデータを記録した後（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ１）、前記マイコン２６は
、ピックアップ２２を制御して、前記記録した領域（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ１）内における
欠陥領域の検出動作を行うようになる。欠陥領域の検出動作は、ＤＶＵに記録されたデー
タを再生する過程と、ＤＶＵに記録したデータが正常に記録されたか否かを検証する過程
を含み、特に、前記検証過程は、例えば、ＤＶＵから再生するデータとＤＶＵに本来に記
録しようとしたデータとを比較する過程により行われる。仮に、前記検証過程で特定のデ
ータが正常に記録されていないという結果が出れば、記録再生装置２０は、前記ＤＶＵ内
に欠陥領域があることを推定し、欠陥領域に記録したデータをリニア・リプレースメント
（ｌｉｎｅａｒ ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ ｓｃｈｅｍｅ）を用いてスペア領域（例えば、
ＯＳＡ）上に書き換えする。
【００２７】
　例えば、第１番目から第５番目までのクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃１～Ｃｌｕｓｔｅｒ
＃５）をＤＶＵ＃１にして連続的に記録した後（Ｓ１０ステップ）、マイコン２６は、ピ
ックアップ２２を介してＤＶＵ＃１内に記録されたデータを順次（例えば、クラスタ単位
で）再生し、再生したデータから当該領域の欠陥有無を検出する。例えば、仮に、クラス
タ領域３２ａ上の第２番目のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）が欠陥領域と検出されると
（Ｓ１１ステップ）、マイコンは、データプロセッサ２４とピックアップ２２を介して代
替記録の遂行動作を制御する。代替記録動作では、第２番目のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ
＃２）領域３２ａに記録されたデータ（これは、メモリ２７または他のストレージなどに
仮格納されている）を、ＯＳＡ３５内の代替クラスタ領域に記録する（Ｓ１２ステップ）
。この場合、クラスタ＃２データをＯＳＡ３５内における末尾または先頭から記録すれば
よい。
【００２８】
　前記クラスタ＃２を代替記録する過程が完了すると、光記録再生装置２０は、次のクラ
スタを確認する方式でＤＶＵ＃１内の全てのクラスタを確認する。例えば、仮に、第４番
目のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃４）が欠陥領域と判断されると（Ｓ１３ステップ）、光
記録再生装置２０は、前述した代替記録動作と同様にクラスタ＃４に記録されたデータを
ＯＳＡ３５内の次の有効なクラスタ、即ち、前記クラスタ＃２のデータを代替記録した領
域に隣り合う領域に代替記録する（Ｓ１４ステップ）。
【００２９】
　代替記録動作は、ＤＶＵ内の全ての欠陥クラスタ上のデータをスペア領域のような代替
領域に代替記録するまで続けられる。その結果、例えば、ＤＶＵ＃１は、結局としてクラ
スタ＃１、＃３、＃５と二つの欠陥クラスタ（元のクラスタ＃２、＃４）と、リニア・リ
プレースメント（ｌｉｎｅａｒ　ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　ｓｃｈｅｍｅ）を用いて前記
二つの欠陥領域を代替する代替記録領域（ＯＳＡ）３５を有するようになる。
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【００３０】
　記録区間（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ１）におけるデータの記録が完了すると（これは、ＤＶ
Ｕ＃１、ＤＶＵ＃２、・・・、ＤＶＵ＃ｎに対する欠陥領域の検出動作と代替記録動作を
含む）、マイコン２６は、ＴＤＦＬ領域３３上にＴＤＦＬ情報形態の仮管理情報を記録す
る。また、記録区間（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ１）におけるデータの記録が、欠陥領域上のデ
ータをＯＳＡ３５内に記録する代替記録動作により一時的に完了した時、前記マイコン２
６は、前記時点からＴＤＦＬ領域３３上にＴＤＦＬ情報として欠陥エントリを記録し、以
降、必要に応じてＴＤＦＬ情報をアップデートする。
【００３１】
　前記仮管理情報は、ＢＤ－ＷＯのデータ領域３１内の欠陥領域を管理したり、欠陥領域
に対応する代替領域に記録されたデータを管理したりするのに活用される。前記仮管理情
報は、例えば、少なくとも一つのＴＤＦＬｓを含むＴＤＦＬ情報として管理される。図５
は、本発明の実施例に係るＴＤＦＬ情報の構造を示した図である。
【００３２】
　図５に示すように、前記ＴＤＦＬ情報は、一つまたは複数のＴＤＦＬｓ（ＴＤＦＬ＃１
～ＴＤＦＬ＃ｎ）を含む。それぞれのＴＤＦＬは、一つまたは複数の欠陥エントリ（Ｄｅ
ｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃１～Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃ｍ）を含む。また、それぞれの
欠陥エントリは、欠陥領域に対応する第１番目の物理的セクタ番号（ＰＳＮ　ｏｆ　Ｄｅ
ｆｅｃｔｉｖｅ）と欠陥領域に対応する代替領域の第１番目の物理的セクタ番号（ＰＳＮ
　ｏｆ　Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ）と、状態情報及び、他の欠陥エントリに関連する情報
を有している。即ち、前記“ＰＳＮ ｏｆ Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ”は、欠陥を有するクラス
タの開始位置であって物理的セクタ番号を意味し、同様に、前記“ＰＳＮ ｏｆ Ｒｅｐｌ
ａｃｅｍｅｎｔ”は、欠陥クラスタ領域を代替したクラスタ領域の開始位置であって物理
的セクタ番号を意味する。
【００３３】
　例えば、仮に状態情報が“ｓｔａｔｕｓ＝００００”であれば、これは、欠陥エントリ
に対応して記録された管理情報が、記録動作中に検出された欠陥領域を代替した代替領域
に記録されたデータに関する第１番目の管理情報であることを意味し、即ち、これは、欠
陥領域に対応する代替領域（ＯＳＡ）３５内には欠陥がないことを意味する。これに対し
、仮に状態情報が“ｓｔａｔｕｓ＝１００１”であれば、これは、欠陥エントリに対応し
て記録された管理情報が、第１番目の管理情報ではなく、第２番目の管理情報であること
を意味し、即ち、これは、欠陥領域に対応する第１番目の代替領域（例えば、ＯＳＡ３５
内）に欠陥が存在することにより、現在の管理情報は、前記欠陥のある第１番目の代替領
域（例えば、ＯＳＡ３５内）を代替した新規の、即ち、第２番目の代替領域（同様に、Ｏ
ＳＡ３５内）に関するものである。
【００３４】
　記録区間（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ１）におけるＤＦＬ情報（例えば、ＴＤＦＬ＃１）の記
録が完了すると、光記録再生装置２０は、次の記録区間（例えば、Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ２
）における記録動作を引き続き行う。次の記録区間（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ２）における記
録動作（これは、前述と同様に、Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ２内の全てのＤＶＵに対する欠陥領
域の検出動作と代替記録動作を含む）が完了すると、前記記録区間（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ
２）のための仮管理情報をＴＤＦＬ領域３３に記録する。この過程は、ＢＤ－ＷＯのデー
タ領域内に全てのデータが正常に記録されるまで反復して行われる。
また、前記ＴＤＦＬ情報に速やかにアクセスするために、マイコン２６は、速やかなアク
セスのための情報をＢＤ－ＷＯ内の別の領域に構成するようになる。例えば、前記速やか
なアクセスのための情報は、ＴＤＤＳ情報を意味し、ＴＤＤＳ情報は、リードイン領域３
６（図４）内の予備領域である“３６ａ”に記録されることもある。
【００３５】
　図５では、例えば、前記ＴＤＤＳ情報は、一つまたはそれ以上のＴＤＦＬ領域３３内に
記録されたＴＤＦＬの位置をそれぞれ示す物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ ＴＤＦＬ＃１
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）と、前記ＯＳＡ３５及び／またはＴＤＦＬ領域３３のフル有無を示すフラグ情報（Ｓｐ
ａｒｅ ＆ ＴＤＦＬ Ｆｕｌｌ Ｆｌａｇ）、及びその他のＴＤＦＬに関する情報を含んで
いる。関連して、１ビットフラグ（ｓｉｎｇｌｅ ｆｌａｇ）は、全てのＯＳＡ３５、及
びＴＤＦＬ領域３３のフル有無を示すものとして使用することができ、また、複数のビッ
トフラグ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ ｆｌａｇｓ）は、前記ＯＳＡ３５及び／またはＴＤＦＬ領
域３３のフル有無をそれぞれ示すものとして使用することもできる。また、ＴＤＭＡ（Ｔ
ｅｍｐｏｒａｒｙ Ｄｅｆｅｃｔ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｒｅａ）情報は、前記ＴＤＤ
Ｓ情報とＴＤＦＬ情報を含む。
【００３６】
　図６は、本発明の実施例に係る代替領域内の欠陥を管理する過程を示した図である。同
図を参照すれば、例えば、記録動作中にユーザーデータ領域３２内のクラスタ＃２が欠陥
領域と検出されると、クラスタ＃２内のデータをＯＳＡ３５内の代替領域３５ａに代替記
録し、光記録再生装置２０は、前述した如く、ＴＤＦＬ領域３３内にクラスタ＃２に関す
るＴＤＦＬ情報を記録する。ＴＤＦＬ情報は、クラスタ＃２に関する第１番目の欠陥エン
トリ（例えば、Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃１）として、代替領域３５ａの物理的セクタ
番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）と、欠陥の存在する
クラスタ＃２の物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ Ｃｌｕｓｔｅｒ＃
２）と、状態情報（“ｓｔａｔｕｓ＝００００”）を含む。
【００３７】
　以降、仮に再生動作（ステップＳ５０）によりＯＳＡ３５内の代替領域３５ａ内に記録
された第２番目のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）のデータを再生する途中に新たな欠陥
が検出されると、前記第２番目のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）のデータは、ＯＳＡ３
５内の第２番目の代替領域３５ｃ内に記録される（ステップＳ５１）。結果的に、これに
関する情報として、第２番目の代替領域３５ｃの物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｒｅｐ
ｌａｃｅｍｅｎｔ Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２（ｎｅｗ））と、欠陥の存在するユーザーデータ
領域内のクラスタ＃２の物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ Ｃｌｕｓ
ｔｅｒ＃２）と、状態情報（“ｓｔａｔｕｓ＝１００１”）などが、ＴＤＦＬ領域３５内
に（ｍ＋１）番目の欠陥エントリ（Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃（ｍ＋１））として記録
される。関連して、スペア領域または代替領域内の欠陥は、このような方式により管理さ
れる。
【００３８】
　図６は、本発明の実施例に係る代替領域内の欠陥を管理する過程を示した図である。図
４乃至図６を参照すれば、例えば、記録動作中にユーザーデータ領域３２内のクラスタ＃
２が欠陥領域と検出されると、クラスタ＃２内のデータをＯＳＡ３５内の代替領域３５ａ
に代替記録し、光記録再生装置２０は、上述したように、ＴＤＦＬ領域３３内にクラスタ
＃２に関するＴＤＦＬ情報を記録する。ＴＤＦＬ情報は、クラスタ＃２に関する第１番目
の欠陥エントリ（例えば、Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃１）として、代替領域３５ａの物
理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）と、欠陥
の存在するクラスタ＃２の物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ Ｃｌｕ
ｓｔｅｒ＃２）と、状態情報（“ｓｔａｔｕｓ＝００００”）を含む。
【００３９】
　以降、仮に再生動作（ステップＳ５０）によりＯＳＡ３５内の代替領域３５ａ内に記録
された第２のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）のデータを再生する途中に新たな欠陥が検
出されると、前記第２番目のクラスタ（Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２）のデータは、ＯＳＡ３５内
の第２番目の代替領域３５ｃ内に記録される（ステップＳ５１）。結果的に、これに関す
る情報として、第２番目の代替領域３５ｃの物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｒｅｐｌａ
ｃｅｍｅｎｔ Ｃｌｕｓｔｅｒ＃２（ｎｅｗ））と、欠陥の存在するユーザーデータ領域
内のクラスタ＃２の物理的セクタ番号（ＰＳＮ ｏｆ Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ Ｃｌｕｓｔｅ
ｒ＃２）と、状態情報（“ｓｔａｔｕｓ＝１００１”）などが、ＴＤＦＬ領域３５内に（
ｍ＋１）番目の欠陥エントリ（Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃（ｍ＋１））として記録され
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る。関連して、スペア領域または代替領域内の欠陥は、このような方式により管理される
。
【００４０】
　データの再生動作が再び行われると、前に記録された第１番目の欠陥エントリ（ｄｅｆ
ｅｃｔ ｅｎｔｒｙ）上のＴＤＦＬ情報を無視する反面、（ｍ＋１）番目の欠陥エントリ
（ｄｅｆｅｃｔ ｅｎｔｒｙ）上のＴＤＦＬ情報に基づき、ＯＳＡ３５内の前記第２番目
の代替領域３５ｃに記録したデータが読み込まれ再生が行われる。（ｍ＋１）番目の欠陥
エントリ（Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃（ｍ＋１））内に含まれた状態情報“１００１”
値は、記録再生装置２０に対し前の欠陥エントリ（例えば、Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ＃
１）から得られたデータを無視すること、という意味を表す。
【００４１】
　即ち、このような方式により、相違している状態情報値をもって、欠陥エントリの優先
順位を表すように指定することができる。簡単な例として、欠陥クラスタ領域に関する状
態情報“１１０１”値は、記録再生装置２０が同一の欠陥クラスタ領域に関して、状態情
報“１００１”値を有する低い優先順位の欠陥エントリを無視すること、という意味を表
す。関連して、状態情報値として如何なる値を使用してもよいことは自明である。
【００４２】
　本実施例において、仮にＴＤＤＳ内のフラグ情報（例えば、“Ｓｐａｒｅ ＆ ＴＤＦＬ
 Ｆｕｌｌ Ｆｌａｇ”）が、ＯＳＡ３５とＴＤＦＬ領域３３ａがデータフルであることを
示すと、記録再生装置２０は、不要な欠陥領域の検出動作と代替記録動作を省略し、行わ
ない。しかし、仮に前記フラグ情報に基づいてＯＳＡ３５とＴＤＦＬ領域３３ａがフルで
はないことを表すと、記録再生装置２０は、欠陥領域の検出動作と代替記録動作を行い続
ける。欠陥領域の検出動作と代替記録動作は、ＢＤ－ＷＯ上へのデータの記録を終了する
よう求めるコマンド、即ち、“Ｄｉｓｃ Ｆｉｎａｌｉｚｅ ｃｏｍｍａｎｄ”無しでも中
止されることもある。前記ＢＤ－ＷＯ上へのデータの記録を終了するよう求めるコマンド
は、マイコン２６で発生する。例えば、仮にユーザーデータ領域３２またはオペレーター
の選択したユーザーデータがフルになると、前記ＢＤ－ＷＯ上へのデータの記録を終了す
るよう求めるコマンドが発生する。
【００４３】
　他の例として、欠陥領域の検出動作と代替記録動作を行う途中に、ＢＤ－ＷＯ上へのデ
ータの記録を終了するよう求めるコマンド、即ち、“Ｄｉｓｃ Ｆｉｎａｌｉｚｅ ｃｏｍ
ｍａｎｄ”を受信した場合には、記録再生装置２０は、一般のデータの記録動作（例えば
、ユーザーデータ領域３２にデータを記録する動作）を中止しなければならないが、仮に
前記フラグ情報がＯＳＡ３５とＴＤＦＬ領域３３ａがフルではないことを意味する時には
、記録再生装置２０は、欠陥領域の検出動作と代替記録動作を継続して行うことが可能で
ある。
【００４４】
　前記終了（例えば、終了コマンドにより）時には、マイコン２６は、領域３６ａと３３
にそれぞれ記録されたＴＤＤＳ情報とＴＤＦＬ情報を読み込み、これらの情報をリードイ
ン領域（ＬＩＡ）３６内の欠陥管理領域（ＤＭＡ）３６ｃに永久的に記録する。即ち、Ｔ
ＤＤＳ情報とＴＤＦＬ情報から構成されるＴＤＭＡ情報は、ＤＤＳ情報とＤＦＬ情報から
構成されるＤＭＡ情報になり、ＤＭＡ３６ｃ内に移転して記録される。前記ＤＤＳ情報と
ＤＦＬ情報のそれぞれは、ＴＤＤＳとＴＤＦＬ情報に対応するが、ＤＤＳ情報内において
、前記ＴＤＤＳ情報内に記録されたＰＳＮ情報は、ＴＤＦＬの位置情報ではないＤＦＬの
位置情報に変更されなければならない。
【００４５】
　前記ＢＤ－ＷＯは、各ＤＭＡ毎に同一のＤＭＡ情報を有する複数のＤＭＡを含んでもよ
く、これは、相違しているＤＭＡにＤＭＡ情報をコピーしておくことにより、ＤＭＡ情報
の損失及び不正確な読み込みが防止できるようになる。関連して、第１番目と第２番目の
ＤＭＡ（ＤＭＡ１、ＤＭＡ２）は、リードイン領域（ＬＩＡ）に割り当て、第２番目と第
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４番目のＤＭＡ（ＤＭＡ３、ＤＭＡ４）は、リードアウト領域（ＬＯＡ）に割り当てるこ
とができる。従って、記録再生装置２０がデータの再生動作を行う場合、前記ＤＭＡのい
ずれかに格納されたＤＤＳ情報とＤＦＬ情報（即ち、ＤＭＡ情報）を用いてユーザーデー
タ領域内の欠陥領域の代わりにスペア領域内の代替領域に記録されたデータを読み込んで
再生する。
【００４６】
　また、代替領域の欠陥により、また別の代替領域に記録されたデータは、欠陥エントリ
内の状態情報を活用して読み込み、再生することが可能になる。
また、仮にスペア領域とＴＤＦＬ領域がフルではないとすれば、ＴＤＤＳ情報内に含まれ
ているフラグ情報（“Ｓｐａｒｅ ＆ ＴＤＦＬ Ｆｕｌｌ Ｆｌａｇ”）を参照し、不要な
欠陥検出動作と代替記録動作を自動で中止できるようになる。
【００４７】
　図７は、本発明の実施例に係る二層ＢＤ－ＷＯの構造を示した図である。図７に示した
ように、ＤＢ－ＷＯは、第１の記録層（Ｌａｙｅｒ＃０）と第２の記録層（Ｌａｙｅｒ＃
１）を有する二層であることが分かる。前記第１の記録層は、リードイン領域３６、デー
タ領域３１、アウター・ゾーン（Ｏｕｔｅｒ Ｚｏｎｅ＃０）を含み、第２の記録層は、
データ領域３１、アウター・ゾーン（Ｏｕｔｅｒ Ｚｏｎｅ＃１）、リードアウト領域４
１を含んでいる。また、第１番目のアウター・スペア領域（ＯＳＡ０）３５と、第２番目
のアウター・スペア領域（ＯＳＡ１）４２は、それぞれ第１の記録層のアウター・ゾーン
（Ｏｕｔｅｒ Ｚｏｎｅ＃０）と、第２の記録層のアウター・ゾーン（Ｏｕｔｅｒ Ｚｏｎ
ｅ＃１）に隣り合う、ユーザーデータ領域ではない非ユーザーデータ領域（ｎｏｎ－ｕｓ
ｅｒ ｄａｔａ ａｒｅａ）として割り当ててもよい。
【００４８】
　上述した本発明の技術思想を適用すれば、ＴＤＦＬ領域は、第１の記録層のリードイン
領域（ＬＩＡ）３６に隣り合うユーザーデータ領域ではない非ユーザーデータ領域（ｎｏ
ｎ－ｕｓｅｒ ｄａｔａ ａｒｅａ）３３に位置し、また他のＴＤＦＬ領域は、第２の記録
層のリードアウト領域（ＬＯＡ）４１に隣り合うユーザーデータ領域ではない非ユーザー
データ領域（ｎｏｎ－ｕｓｅｒ ｄａｔａ ａｒｅａ）４０に位置する。従って、データの
記録は、一般に、第１の記録層がユーザーデータ領域３２ａの開始位置（“ＬＳＮ＝０”
）から、点線で示す矢印方向に沿って第２の記録層のユーザーデータ領域３２ｂの最後の
位置（“Ｌａｓｔ ＬＳＮ”）まで行われ、前記ＴＤＦＬ領域３３とＴＤＦＬ領域４０は
、連続してまたは独立してＴＤＦＬ情報を格納するのに使用される。仮に、ＴＤＦＬ領域
３３、４０が連続して使われるとすれば、第１番目のＴＤＦＬ領域３３が使われ切った後
に第２番目のＴＤＦＬ領域４０が使われ、仮にＴＤＬＦ領域３２、４０が独立的に使われ
るとすれば、それぞれのＴＤＦＬ領域は、それぞれ一つの記録層に対する情報を含むよう
に割り当てられる。即ち、ＴＤＦＬ領域３３は、単に第１の記録層（Ｌａｙｅｒ＃０）に
関する情報だけを含み、ＴＤＦＬ領域４０は、単に第２の記録層（Ｌａｙｅｒ＃１）に関
する情報だけを含むようになる。
【００４９】
　同様に、前記リードイン領域（ＬＩＡ）３６とリードアウト領域（ＬＯＡ）４１も上述
した如く、連続してまたは独立してＴＤＤＳ情報及び／またはＤＭＡ情報（ＤＤＳ ＆ Ｄ
ＦＬ）を格納するのに使用される。即ち、仮にリードイン領域（ＬＩＡ）３６とリードア
ウト領域（ＬＯＡ、４１）が連続して使われるとすると、前記第２番目のＴＤＤＳ領域４
１ａは、前記第１番目のＴＤＤＳ領域３６ａがすべて使われた後に使用され、仮にリード
イン領域（ＬＩＡ）３６とリードアウト領域（ＬＯＡ）４１が独立的に使われたとすれば
、第１番目のＴＤＤＳ領域３６ａは、単に第１の記録層（Ｌａｙｅｒ＃０）に関する情報
だけを含み、第２番目のＴＤＤＳ領域４１ａは、単に第２の記録層（Ｌａｙｅｒ＃１）に
関する情報だけを含むこともある。
【００５０】
　同様に、前記第１番目及び第２番目のＤＭＡ３６ｃ、４１ｃも連続して、または独立的
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に使用することもある。即ち、仮に第１番目及び第２番目のＤＭＡ３６ｃ、４１ｃが連続
して使われるとすれば、前記第１番目のＤＭＡ３６ｃが使われた後に第２番目のＤＭＡ４
１ｃが使われ、仮に第１番目及び第２番目のＤＭＡ３６ｃ、４１ｃが独立的に使われる場
合は、第１番目のＤＭＡ３６ｃは、単に第１の記録層（Ｌａｙｅｒ＃０）に関する情報だ
けを含むか（これは、第１番目のＴＤＭＡ領域３３、３６ａ及び／または第２番目のＴＤ
ＭＡ領域４０、４１ａから得ることができる）、または、第１番目のＴＤＭＡ領域３３、
３６ａ内の全ての情報を含むこともでき、同一の例として、第２番目のＤＭＡ４１ｃは、
単に第２の記録層（Ｌａｙｅｒ＃１）に関する情報だけを含むか（これは、第１番目のＴ
ＤＭＡ領域３３、３６ａ及び／または第２番目のＴＤＭＡ領域４０、４１ａから得ること
ができる）、または、第２番目のＴＤＭＡ領域４０、４１ａ内の全ての情報を含むことも
できる。即ち、種々の変形的な使用が可能である。
【００５１】
　それぞれのＴＤＦＬ領域は、２０４８個の物理的クラスタと同一の大きさを有し、また
、それぞれのＯＳＡは、２５６個の物理的クラスタの倍数と同一の大きさを有するように
割り当てることができる。
【００５２】
　図８は、ＢＤ－ＷＯを示した図であり、本発明に係る実施例によりＢＤ－ＷＯにおける
欠陥領域を管理するまた他の実施例を示した図である。本実施例は、前述した図４～図６
に示した実施例との比較時、前記ＴＤＦＬ情報とＴＤＤＳ情報がデータ領域の外の特定の
セクタ、即ち、例えば、リードイン領域（ＬＩＡ）内に記録されるという点で相違し、残
りは同一である。
【００５３】
　例えば、図８に示したように、前記リードイン領域（ＬＩＡ）３６は、ＤＤＳ情報とＤ
ＦＬ情報から構成されるＤＭＡ情報を格納するためのＤＭＡ３６ｃと、ＴＤＤＳ情報とＴ
ＤＦＬ情報から構成されるＴＤＭＡ情報を格納するためのＴＤＭＡ３６ｅを含んでいる。
勿論、リードイン領域（ＬＩＡ）３６内には、前記情報を除く他のデータを記録してもよ
い。
【００５４】
　図８に示す実施例の概念は、複数の記録層を有するＢＤ－ＷＯにおいても同一に適用可
能である。例えば、図８に示した実施例は、二層構造を有する図７の場合にも同一に適用
可能である。この場合、図７に基づいて前述したＤＭＡとＴＤＭＡ情報を有するＢＤ－Ｗ
Ｏの二層構造において、ＴＤＦＬ領域を、第１及び第２の記録層のデータ領域３３、４０
内に位置する代わりに、リードイン領域（ＬＩＡ）及び／またはリードアウト領域（ＬＯ
Ａ）内に位置できるように変更しなければならない。その他、図７の実施例に関する他の
全ての概念は、図８の実施例と同一に適用可能である。
【００５５】
　本発明におけるデータの再生動作は、データの記録動作と同時に、またはその後に続い
て、或いはデータの記録前に行うことが可能である。前記データの記録動作は、前記欠陥
検出動作及び／または代替記録動作及び／または前記管理情報の記録動作と同時に、また
はその後に続いて、またはその前に行うことができる。また、本発明におけるリードイン
領域（ＬＩＡ）とリードアウト領域（ＬＯＡ）内に割り当てられる前記ＤＤＳ領域、前記
ＤＦＬ領域、前記ＴＤＤＳ領域と前記ＴＤＦＬ領域の割り当てられる順番は可変的であり
、例えば、図４において、リードイン領域（ＬＩＡ）３６内の前記ＴＤＤＳ領域３６ａを
、ＤＭＡ３６ｃに先立って割り当てることもできる。
【００５６】
　以上、本発明の好適な実施例について図示し説明したが、本発明は、上述した実施例に
限定されるものではなく、特許請求の範囲で請求する本発明の要旨と思想を逸脱すること
なく種々の変更、または変形的な使用が可能であることは、当該発明の属する技術分野の
当業者にとっては自明なことであり、したがって、本発明の特許請求の範囲及びその均等
な範囲内での変形的な使用は、本発明に属するということを明らかにする。
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また、添付した図面は、実施例と共に発明の理解を高めるためのものであって、発明内容
の一部として含まれ、また、本発明の実施例及び概念を説明するために提供する。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明に係る１回だけ記録可能な記録媒体における欠陥領域の管理方法及び装置により
、ＢＤ―ＷＯのような光記録媒体内の欠陥領域に記録されたデータを正常に再生すること
が可能になるため、特に、データの再生は、欠陥領域に代わり、スペア領域内にデータを
記録し、仮管理情報を効率よく管理することにより行われる。また、本発明は、第１の代
替領域から欠陥が検出されると、欠陥エントリ内の状態情報を活用してまた他の代替領域
に代替記録し、これを読み込むことで再生可能になる。また、本発明の方法及び装置は、
ＴＤＤＳ情報内のフラグ情報に基づき、仮にスペア領域またはＴＤＦＬ領域がフルになる
と、不要な欠陥検出動作及び／または代替記録動作を中断できる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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